
中学2年数学 6章 確率 1節　確率 (1) 実施日 ／

年 組 番 氏名Ò 学習内容と例題

めあて 「確率の必要性と意味を理解し、簡単な場合について確率を求めることができる」

✓ 結果が偶然に左右される実験や観察を行うとき、あることがらが起こると期待される程度を数で表したもの

を、そのことがらの起こる「確率」という。

✓ どの結果が起こることも同じ程度に期待できるとき、「同様に確からしい」という。

✓ 確率の求め方

ある実験または観察を行うとき、起こりうる場合が全部で n通りあり、どの場合が起こることも同様に確から

しいとする。そのうち、ことがら Aの起こる場合が a通りあるとき、Aの起こる確率 pは、p = a

n
で求める

ことができる。

例⃝ (1)2枚の硬貨を投げるとき、1枚が表で 1枚が裏になる確率を求めなさい。

(2)ジョーカーを除く 52枚のトランプから 1枚ひくとき、ひいたカードが 3である確率を求めなさい。

(3)A,Bの 2人がじゃんけんを 1回するとき、Aが勝つ確率を求めなさい。

ただし、A,Bがグー、チョキ、パーのどれを出すことも同様に確からしいとする。

解 (1)表
表

裏 〇
裏

表 〇

裏
樹形図より、1枚が表で 1枚が裏になる場合は

2通りあるので、求める確率は 2
4
= 1

2

(2)トランプ 52枚のうち、3のカードは 4枚あるから、4
52

= 1
13

(3) A B A B A B

グー

グー

チョキ 〇

パー

チョキ

グー

チョキ

パー 〇

パー

グー 〇

チョキ

パー

樹形図より、Aが勝つのは 3通りあるので、求める確率は 3
9
= 1

3

L 問題

1 次の各問に答えなさい。

(1) 2枚の硬貨を投げるとき、2枚とも裏になる確率

を求めなさい。

(2) ジョーカーを除く 52枚のトランプから 1枚ひく

とき、ひいたカードがハートである確率を求めな

さい。

(3) A,Bの 2人がじゃんけんを 1回するとき、あいこ

になる確率を求めなさい。ただし、A,Bがグー、

チョキ、パーのどれを出すことも同様に確からし

いとする。

��
��
��
��
��
�

� 解答・解説

1

(1) 2枚とも裏になる場合は 1通りあるので、求め

る確率は
1
4

(2) トランプ 52枚のうち、ハートのカードは 13枚

あるから、
13
52

= 1
4

(3) 樹形図より、あいこになるのは 3通りあるので、

求める確率は
3
9
= 1

3

(中 2)−39



中学 2年数学 6章 確率 1節　確率 (1) 実施日 ／

【問題演習 261(1)】

年 組 番 氏名

1 次の各問に答えなさい。

(1) １つのさいころを投げるとき、「偶数の目が出る」と

いうことがらの起こる確率を考える。次の 　　

にあてはまる数や用語を書きなさい。

「目の出方は全部で あ⃝ 通りあり、どの目

が出ることも い⃝ 。このうち、偶数

の目が出る場合は う⃝ 通りであるから、偶

数の目が出る確率は え⃝ となり、約分して

お⃝ となる。」

あ⃝　　　　　　　　

　　　　　　

い⃝　　　　　　　　

　　　　　　

う⃝　　　　　　　　

　　　　　　

え⃝　　　　　　　　

　　　　　　

お⃝　　　　　　　　

　　　　　　

(2) 1,2,· · · ,20の数を 1つずつ記入した 20枚のカー

ドから 1枚をひくとき、「6の倍数のカードが出

る」確率を考える。次の 　　 にあてはまる数や

用語を書きなさい。

「起こり得る場合は全部で か⃝ 通りあり、ど

の場合が起こることも同様に確からしい。カード

に書かれた数が 6 の倍数である場合は き⃝

通りである。したがって、求める確率は く⃝

である。」

か⃝　　　　　　　　

　　　　　　

き⃝　　　　　　　　

　　　　　　

く⃝　　　　　　　　

　　　　　　

2 次の各問に答えなさい。

(1) さいころを 1回振ったとき、出た目の数が 5以上

になる確率を求めなさい。

　

(2) 赤玉 4個、白玉 5個、青玉 6個が入っている袋の

中から 1個を取り出すとき、もっとも出やすい色

の玉が出る確率を求めよ。

　

(3) 袋の中に、赤玉と白玉が、あわせて 12個入って

います。この袋から 1個の玉を取り出すと、赤玉

が出る確率は
1
3
になるといいます。この袋には

何個の赤玉が入っていると考えられますか。

個 　

(4) 2枚の 10円硬貨を同時に投げるとき、1枚は表、

もう 1枚は裏になる確率を求めなさい。

　

(5) 3枚の 100円硬貨を投げるとき、2枚が表、1枚

が裏になる確率を求めなさい。

　

(中 2)−40



中学2年数学 6章 確率 1節　確率 (2) 実施日 ／

年 組 番 氏名Ò 学習内容と例題

めあて 「いろいろなくふうをして、確率を求めることができる」

✓ いろいろなくふうをして、確率を求めることができる。

例⃝ (1)A,B,C,Dの 4人のなかから、くじびきで 2人の委員を選びます。

このとき、Aと Bが選ばれる確率を求めなさい。

(2)大小 2つのさいころを投げるとき、出た目の数の和が 4となる確率を求めなさい。

解 (1)

A

B 〇

C

D

B
C

D

C D

起こりうる場合は全部で 6通りあり、どの場合が起こることも同様に確からしい。

このうち、Aと Bが委員に選ばれる場合は 1通りあるから、求める確率は 1
6
である。

(2)小さいさいころの目が 1,大きいさいころの目が 2となる場合を〔1,2〕と表すと、起こりうるすべての

場合は、次の表のようになる。

小 大 1 2 3 4 5 6

1 〔1,1〕 〔1,2〕 〔1,3〕 〔1,4〕 〔1,5〕 〔1,6〕

2 〔2,1〕 〔2,2〕 〔2,3〕 〔2,4〕 〔2,5〕 〔2,6〕

3 〔3,1〕 〔3,2〕 〔3,3〕 〔3,4〕 〔3,5〕 〔3,6〕

4 〔4,1〕 〔4,2〕 〔4,3〕 〔4,4〕 〔4,5〕 〔4,6〕

5 〔5,1〕 〔5,2〕 〔5,3〕 〔5,4〕 〔5,5〕 〔5,6〕

6 〔6,1〕 〔6,2〕 〔6,3〕 〔6,4〕 〔6,5〕 〔6,6〕

表より、起こりうる場合は全部で 36通りあり、どの場合が起こることも同様に確からしい。このうち、

出た目の和が 4となるのは、〔1,3〕、〔2,2〕、〔3,1〕の 3通りあるから、求める確率は、 3
36

= 1
12

L 問題

1 次の各問に答えなさい。

(1) A,B,Cの 3人のなかから、くじびきで 2人の委員

を選ぶとき、Aと Bが選ばれる確率を求めなさ

い。

(2) 大小 2つのさいころを投げるとき、出た目の数の

和が 7となる確率を求めなさい。
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� 解答・解説

1

(1)
A

B 〇

C

B C

樹形図より、AとBが委員に選ばれる場合は 1通

りあるから、求める確率は
1
3
である。

(2) 起こりうる場合は全部で 36通りあり、どの場合

が起こることも同様に確からしい。このうち、出

た目の和が 7となるのは、〔1,6〕、〔2,5〕、〔3,4〕、

〔4,3〕、〔5,2〕、〔6,1〕の 6通りあるから、求める

確率は、
6
36

= 1
6

(中 2)−41



中学 2年数学 6章 確率 1節　確率 (2) 実施日 ／

【問題演習 261(2)】

年 組 番 氏名

3 次の各問に答えなさい。

(1) 2つのさいころを同時に投げるとき、出た目の数

の和が 6 より小さい数である確率はいくらです

か。

　　　　　　　　　　

　　　　

(2) 箱Aには、1 、2 、3の 3枚のカード、箱 Bには、

1 、2の 2枚のカード入っている。箱 A、Bそれ

ぞれから 1枚ずつカードを取り出すとき、取り出

した 2枚のカードに書かれている数の和が 3以下

になる確率を求めなさい。

　　　　　　　　　　

　　　　

(3) 2つのさいころ A、Bを同時に投げるとき、出る

目の数の積が 4になる確率を求めなさい。

　　　　　　　　　　

　　　　

(4) 赤と白のさいころを同時に投げる。赤いさいころ

の目の数が、白いさいころの目の数の約数になる

確率を求めなさい。

　　　　　　　　　　

　　　　

(5) 袋の中に、1から 6までの数字が書かれた玉が 1

個ずつ入っている。この袋の中から玉を 1個取り

出して数字を調べ、それを袋に戻してから、また

玉を 1個取り出す。このとき、1回目と 2回目に

取り出した玉に書かれた数の積が 16以上になる

確率を求めなさい。

　　　　　　　　　　

　　　　

(6) 大小 2つのさいころを同時にふり、大きいさいこ

ろの出る目の数を十の位、小さいさいころの出る

目の数を一の位として、2けたの整数を作る。こ

の 2けたの整数が、4の倍数になる確率を求めな

さい。

　　　　　　　　　　

　　　　

(7) 袋の中に、赤玉が 3個、白玉が 2個、合わせて 5

個の玉が入っている。この袋の中から同時に 2個

の玉を取り出すとき、取り出した 2個の玉がとも

に赤玉である確率を求めなさい。

　　　　　　　　　　

　　　　

(8) 袋の中に、赤玉が 3個、白玉が 3個、合わせて 6

個の玉が入っている。この袋の中から同時に 2個

の玉を取り出すとき、2個とも赤玉である確率を

求めよ。

　　　　　　　　　　

　　　　

(中 2)−42



中学 2年数学 6章 確率 解答
年 組 番 氏名

1

(1) あ⃝6

い⃝同様に確からしい

う⃝3

え⃝ 3
6

お⃝ 1
2

(2) か⃝20

き⃝3

く⃝ 3
20

2

(1) 1
3

(2) 2
5

(3) 4個 (4) 1
2

(5) 3
8

(1)(3)(4)の解き方・考え方

(1) 1個のさいころを投げるとき、目の出方は全部で 6

通りあり、そのどの目が出ることも同様に確からしい。

このうち、5以上の目ができる場合は 2通りだから、そ

の確率は、
2
6
、すなわち、

1
3
である。

1

2

3

4

5 〇

6 〇

(3) すべての場合の数は 12、このうち赤玉が x個ある

とすると、
x
12

= 1
3
より、x = 4

(4) 1枚の硬貨を投げるとき、表と裏の 2通りの出方が

ある。2枚の硬貨を投げるとき、(表、表),(表、裏)

(裏、表),(裏、裏)の 4通りの出方があり、1枚は表、1

枚は裏になるのは 2通りある。よって、その確率は、
2
4
、すなわち

1
2
となる。

表
表

裏 〇
裏

表 〇

裏

(5)の解き方・考え方

(5) 1,2,3枚目はどれも裏と表の 2通りずつあるから、

すべての場合の数は、2× 2× 2 = 8通り

このうち、2枚が表で裏が 1枚になる場合は 3通りあ

るから、確率は
3
8

表

表
表

裏 〇

裏
表 〇

裏

裏

表
表 〇

裏

裏
表

裏

3

(1) 5
18

(2) 1
2

(3) 1
12

(4) 7
18

(5) 11
36

(6) 1
4

(7) 3
10

(8) 1
5

(1)の解き方・考え方

(1) 6より小さい数には 6は入らないので注意。

和が 6より小さい数になる組合せは、

(1,1),(1,2),(1,3),(1,4),(2,1),(2,2),(2,3),(3,1),(3,2),(4,1)

の 10通りあるので、求める確率は、 10
36

= 5
18

1 2 3 4 5 6

1 1,1 1,2 1,3 1,4 1,5 1,6

2 2,1 2,2 2,3 2,4 2,5 2,6

3 3,1 3,2 3,3 3,4 3,5 3,6

4 4,1 4,2 4,3 4,4 4,5 4,6

5 5,1 5,2 5,3 5,4 5,5 5,6

6 6,1 6,2 6,3 6,4 6,5 6,6

(中 2)−43



(3)(6)(7)の解き方・考え方

(3) 積が 4になる組合せは、(1,4),(2,2),(4,1)の 3通り

あるので、求める確率は、
3
36

= 1
12

1 2 3 4 5 6

1 1,1 1,2 1,3 1,4 1,5 1,6

2 2,1 2,2 2,3 2,4 2,5 2,6

3 3,1 3,2 3,3 3,4 3,5 3,6

4 4,1 4,2 4,3 4,4 4,5 4,6

5 5,1 5,2 5,3 5,4 5,5 5,6

6 6,1 6,2 6,3 6,4 6,5 6,6

(6) 2 けたの整数は、11 以上 66 以下となるから、

そのうち、一の位の数字が 1～6 のどれかになり、

十の位の数字も 1～6 のどれかになる 4 の倍数は、

12,16,24,32,36,44,52,56,64の 9通りあるので、求める

確率は、
9
36

= 1
4

1 2 3 4 5 6

1 11 12 13 14 15 16

2 21 22 23 24 25 26

3 31 32 33 34 35 36

4 41 42 43 44 45 46

5 51 52 53 54 55 56

6 61 62 63 64 65 66

(7) すべての場合の数は 5× 4 = 20

2つとも赤になる場合は、3× 2 = 6

よって、確率は
6
20

= 3
10

(中 2)−44


